
 

No.創出-共-2 土壌の透水・通気性確保 
 
技術の目的 
植栽の基盤となる土壌の透水性、通気性を確保することで樹木の健全な生育を促すとともに、雨水の
浸透機能の向上を図る。 
導 入 す る 局 面 創出 維持管理 利活用 

適 用 空 間 水域 陸域 
 
技術の内容・事例 
■技術の内容 
1．土壌内の透水性の確保出典 1 
 植栽基盤の透水性が悪く土中にしみ込んだ水が根系の発育する層（有効土層）で滞ると、降雨の際な
どに根腐れ（土中の透水・通気性の悪化により根が呼吸できなくなる）が発生、枯死に繋がる可能性
がある。 

 
 

 
2．土壌内の通気性の確保出典 1 
 土質などの条件により通気性の確保が難しい場合の対策として、通気管の設置による対応策がある。 

 
 

 
 
3．街路樹・広場など植栽桝の改善工法
（グリーントレンチ）出典 2 
 土壌への雨水貯留・雨水浸透と、樹木
の活性化を考慮した通気・透水管を敷
設した植栽基盤の緑地（グリーントレ
ンチ）の工法を示す。 

 

種別 細別 内容 
排水工 
（排水層工） 

暗渠排水 植栽基盤下部に中空の管などを設置し、これにより地中水を排
水する方法（芝生広場等の広い面積の地下水及び表面処理排水
に適用） 

縦穴排水 植栽基盤の不透水層がある植栽樹木の周辺部若しくは植穴下部
に縦穴を掘り、その中に管や砂などを投入し、透水性及び通気
性の改善を図る方法 

種別 細別 内容 
通気工 空気管（通気管）設置 植穴下層から表層へ空気管（通気管）を設置し、根腐

れなどを防止する方法 

  



 

■技術の内容 
1．緑地のグリーントレンチ例出典 2 
 通気・透水管を敷設し、緑地の表層をグランドカバープランツ類で被うことで雨水貯留・浸透能を高
める。 

 
■出典・参考資料 
 1 （財）日本緑化センター「植栽基盤整備技術マニュアル」（平成 21（2009）年） 
 2 （公財）都市緑化機構特殊緑化共同研究会「都市のグリーンインフラ技術の提案」（令和元
(2019）年 10 月) https://urbangreen.or.jp/tech/workshop/tokushuryokuka 

 注）◎：各基本指針の主要な機能として期待される項目、○：各基本指針の副次的な機能として期待される項目 
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基本指針との関連 

居心地がよく歩きたくなる 
水と緑にかこまれたまち 

水と緑を楽しみ、 
魅力とにぎわい
にあふれたまち 

水と緑が守り、育む 
環境共生型のまち 

緑が支える 
防災・減災のまち 

良好な 
景観形成 暑熱対策 人の集う場・ 

活動の場 
都市の 
水管理 

都市の生物 
多様性確保 防災・減災 
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